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弁
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四

一
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衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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昭
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年
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内
閣
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
再
質
問
に 

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

イ 

環
境
予
測
及
び
対
策
の
内
容
は
、
沿
道
住
民
に
対
し
て
説
明
会
等
を
通
じ
て
十
分
明
ら
か
に
し
た
と
考
え

て
い
る
が
、
今
後
と
も
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

沿
道
住
民
に
説
明
し
た
環
境
予
測
及
び
対
策
の
説
明
資
料
は
、
建
設
省
及
び
日
本
道
路
公
団
が
十
分
な
内

容
の
も
の
と
考
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ロ 

御
質
問
の
「
環
境
庁
で
開
発
し
て
い
る
計
算
モ
デ
ル
」
と
は
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る

が
、
環
境
予
測
手
法
は
、
現
時
点
に
お
い
て
得
ら
れ
て
い
る
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
客
観
的
な
予
測
が
で
き

る
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。 



二
に
つ
い
て 

ニ 

東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
当
た
つ
て
は
、
公
害
防
止
計
画
と
の
整
合
を
図
る
考
え
で
あ
る
。 

ロ 

遮し
や

音
壁
又
は
遮し

や

音
築
堤
の
設
置
等
の
必
要
な
環
境
保
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
沿
道

に
お
け
る
保
育
園
等
に
通
常
必
要
な
静
安
は
十
分
に
保
て
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

イ 

環
境
予
測
で
は
、
環
境
保
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
地
域
の
道
路
に
起
因
す
る
環
境
上
の
影

響
は
お
お
む
ね
改
善
さ
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
つ
て
い
る
の
で
、
現
時
点
で
疫
学
的
調
査
を
行
う
考
え
は
な

い
。 

ハ 
環
境
予
測
に
当
た
つ
て
は
、
実
測
値
と
の
照
合
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
モ
デ
ル
式
を
用
い
て
い
る
の
で
、
建

設
省
に
お
い
て
は
、
当
地
区
に
つ
い
て
も
適
用
し
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

な
お
、
二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
の
環
境
予
測
は
、
自
動
車
以
外
の
工
場
・
ビ
ル
等
に
よ
る
影
響
の
程
度
を

現
況
と
同
程
度
と
し
て
行
つ
て
い
る
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

ニ 

二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
、
個
別
発
生
源
に
対
す
る
排
出
規
制
の
ほ
か
、
各
種
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
有

効
適
切
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
基
準
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

ハ 

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
発
生
機
構
に
係
る
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
の

発
生
源
に
つ
い
て
所
要
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
幕
張
地
区
に
係
る
環
境
予
測
は
、
遮し

や

音
壁
の
設
置
又
は
遮し

や

音
築
堤
の
設
置
等
に
よ
り
、
生
活
環
境

を
保
全
で
き
る
と
い
う
結
果
に
な
つ
て
い
る
。 

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、
歩
道
の
整
備
、
立
体
横
断
施
設
の
設
置
等
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と

と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
二
酸
化
硫
黄
に
つ
い
て
は
、
大
気
中
の
濃
度
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
、
全
体
的
な
硫
黄
酸
化
物

対
策
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
所
要
の
措
置
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五 

 



 

六 

東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
当
た
つ
て
は
、
今
後
と
も
沿
道
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




